
高層 湿原 区(昭 和49年 秋)

〉

は
じ
め
に
く

井

上

香

世

子

箱

根

湿
生

花

園

の
誕

生

と
そ

の
後

三
重
式
火
山
と
し

て
有
名
な
箱
根
山

の
、
そ
の
火

口
原
に
あ

る
仙
石
原
に

「
箱
根
湿
生
花

園
」
が
開
園
し
て
七
年
、
造
成

開
始
か
ら

数
え
る
と

一
〇
年
が
経
過
し
た
。

箱

根
湿
生
花
園
は
水
田

の
跡
地
を
利
用

し
て
造
ら

れ
た
湿
原
見
本
園
で
あ

り
、
園

内

に
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
、

ノ

ハ
ナ

シ

ョ
ウ
ブ
な
ど
日
本

の
主
な
湿
原

植
物
を
自
然

の
群
落

に
模
し
て
植
栽
し
、

人
工
的
な
湿
原
地
帯
を
造
成
し
て
見
せ
て

い
る
。

標
高
六
五
〇

m
に
あ
る
箱
根
仙

石
原
に

は
、
昭
和
九
年
に

一
部
を
国
の
天
然
記
念

物

に
指
定
さ
れ
た
湿
原
地
帯
が
あ
り
、
仙

石
原
湿
原
と
よ
ば
れ

て
い
る
。
湧
水
と
年

三
千

ミ
リ
と

い
う
多
量

の
降
水

に
支
え
ら

れ
た
ヨ
シ
や
ア
ゼ
ス
ゲ
な
ど
を
・王
と
す

る

低
層
湿
原

で
、
現
在
は
保
護

の
た
め
立
ち
入

り
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
道
路

か
ら
湿
原

の

一

部
を

の
ぞ
く
こ
と
が
で
き

る
だ
け

で
あ
る
。
湿
生
花
園
は
そ
の
湿
原
地
帯
と
仙
石
原

の
町
に

挾
ま
れ
た
形
で
存

在
し
、
低

い
木
棚
を
境
に
広
が
る
仙
石
原
湿
原
は
、
周
囲

の
山
々
と
共
に

湿
生
花
園

の
良

い
背

景
と
な

っ
て
い
る
。

国
立
公
園
内

に
あ

る
町
・箱
根
町
は
、
こ
の
仙

石
原
湿
原
の
紹
介
と
湿
原
お
よ
び
自
然
の
保
護

思
想
の
普
及
を
目
的

に
昭
和
四
十
七
年
、
用
地
を
買
収
し
、
同
時
に
基
礎
調
査
を
委
託
し
、
湿

原

の
見
本
園
を
造
成
す

る

こ
と
に
し
た
。

自
然
に
あ
る
湿
原
地
帯
に
道
を

つ
け
、
案
内
す
る
と
い

う
形
式

の
自
然
園
は
各

地
に
あ
る
が
、
園
の
大
部
分
を
あ

て
て
湿
原
地
帯
を

つ
く
り
、
見
せ
て
い

く
と

い
う
試
み
は
他

に
例

の
無

い
こ
と

で
あ

っ
た
。
計
画
を
具
体
化
し
て
い
く
に
も
不
明
な
こ

と
ば
か
り
、
い
わ
ば
試
行
錯
誤

で
造
成
し
て
き
た
わ
け

で
、
そ
の
間
、
い
ろ

い
ろ
な
人
に
お
世
話

に
も
な

っ
た
。
近
頃

で
は
国
民
休
暇
村
な
ど
各
地

で
野
生
植
物
を
植
え
、
湿
原
の
観
察

園
を
造

る
と

い
う
計
画
も
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
園
に
も
そ
の
関
係
者
が
訪
ね
て
み
え
る
こ
と
も
あ

る
。

開
園
し
て
七
年

た

っ
た
現
在
で
も
不
明
な

こ
と
が
多

い
の
だ
が
、
何
か
の
話
の
タ
ネ
に

と
思

い
、
湿
生
花

園

の
造
成

・
管
理
に
ま

つ
わ
る
二
、三

の
事
柄
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

〉

湿
生
花
園
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
〈

園
内
は
八
区
域

に
分
け
ら
れ

て
い
る
。
湿
原
区
と
し
て
、
低
層
湿
原
区
、
ヌ

マ
ガ
ヤ
草
原

区

、
高
層
湿
原
区
と
地
元
の
仙
石
原
湿
原
区

の
四
区

が
あ
り
、
ま
た
、
湿
原
を
と
り
ま
く
環
境
と
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図1箱 根湿生花園

し
て
湿
生
林
区

、
落
葉
広
葉
樹
林
区
、
乾

い
た
草
原
区
、高
山
の
お
花
畑
区

の
四
区
が
あ
る
。

各

区
域

で
は
、
そ
の
地
区
を
代
表
す
る
群
落
を
主
と
し
て
設
定
し
、
そ

の
群
落

の
主
な
構
成

種
を
混
植
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
高
層
湿
原
区

で
は
ミ
ズ
ゴ

ケ
群
落

が
設
定
さ
れ
、

一
面

の
ミ
ズ
ゴ
ケ

の
中

に
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ツ
ル

コ
ケ
モ
モ
、
ト
キ
ソ
ウ
等
を
自
然

に
模
し

て

散
在
さ
せ
た
。
ま
た
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落

に
隣
接
す
る
池

に
は
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
や
ジ

ュ
ン
サ
イ
を

植

え
、
周
辺

の
林
は
針
葉
樹
林
と
す

る
な
ど
、
景
観
づ
く
り
に
も
配
慮
し
た
。

川
や
林

で
区

切

っ
て
、
各
区
域

の
お
お
よ
そ
の
目
安
が

つ
く
よ
う

に
し
て

い
る
。

園
路
は
選
択
性

の
無

い

一
方
通

行
で
、
指
示
に
従

っ
て
歩
く
と
八

区
域
を

一
巡
し
て
最
初

の
地
点
に

戻
る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。
乾

い

た
場
所
か
ら
湿
地

へ
、
低

地
か
ら

高
山

へ
、
低
層
湿
原
か
ら
高
層
湿

原

へ
と
、
順
序
だ
て
て
地
区
を
ま

わ
る
よ
う
に
園
路
が
配
慮

さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
地
形

の
起
伏
が
乏

し

い
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
そ

の
こ
と
は
理
解
さ
れ
得
な

い
よ
う

で
あ
る
。
園
路

一
周
約

一
㎞
、
所

要
時
間
は
各
人
の
関
心

の
程
度
に

よ
る
が
、

一
般

に

一
時
間
く
ら

い

で
あ

る
。

順
路

に
従

っ
て
各
区

の
概
略
を

次
に
述

べ
る
。

①

落
葉

広
葉

樹
林

区

(乾

生
林

区

)

低
地
か
ら
山
地
に
か
け

て
見
ら

れ
る

い
わ
ゆ
る
雑
木
林
で
、

コ
ナ

ラ
、
ア
カ
シ
デ
、
ケ
ヤ
キ
、
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
、
オ
オ
モ
ミ
ジ
な
ど
箱
根
に

一
般
的
な
高
木
を
主

体

に
し

て
い
る
。
低
木
層
に

ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
、

ヤ

マ
ブ
キ
、

マ
ン
サ
ク
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
な

ど
花
や
実

の
目
立

つ
低
木
。
草
本
層

に
は
カ
タ
ク
リ
、

エ
ビ
ネ
、
ヒ
ト
リ

シ
ズ
カ
な
ど

の
林

床
植
物

一
五
〇
種
近
く
を
植
栽
。

②

乾

い
た
草

原

区

林

か
ら
湿
原

へ
出

る
途
中

の
ス
ス
キ
や
シ
バ
を
主
と
す
る
草
原
で
、
春

の
タ
ン
ポ
ポ
、
ス

ミ

レ
に
は
じ
ま

つ
て
、

オ
ミ
ナ

エ
シ
、
キ
キ

ョ
ウ
な

ど
の
秋
の
七
草
等
、
低
山
地

の
草
地
に

見
ら
れ
る
身
近
な
種
類
が
中
心
。

湿
原
に
花
が
少
な
く
な
り
は
じ
め
る
八
月
頃

か
ら
花
の
最

盛
期

に
入

る
。

③

低
層

湿

原

区

低
地
の
川
や
湖
沼

の
周
辺

に
見
ら

れ
る
湿
原
植
物
が
中
心
。
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
チ

ョ
ウ

ジ
ソ

ウ
な
ど
河
辺
に
見
ら
れ
る
植
物

の
ほ
か
、

ヒ
メ
ガ

マ
、
ミ
ソ
ハ
ギ
、
ク
サ

レ
ダ

マ
な

ど
箱
根

の
自
生
種
も
。

比
較
的
、
地
味
な
花

が
多

い
の
で
、
密
度
を
高
く
植
栽
す
る
な
ど
見
せ
方
に

工
夫
を
要
す
る
地
区
。

④

ヌ

マ
ガ

ヤ
草

原

区

(中

間
湿

原

区

)

低
層
湿
原
か
ら
高
層
湿
原

へ
の
途
中
相

で
あ
る
こ
の
湿
原
は
、

ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
、
ヒ
オ

ウ
ギ
ア

ヤ
メ
、

コ
バ
イ
ケ
イ

ソ
ウ
な
ど
大
型

の
花
が
咲
き
、
華
や
か
な
季
観
を
呈
す

る
湿
原

で
あ

る
。
面
積
を
広
く
と
り
、
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
と
と
も
に
園
の
主
要
な
地
区
と
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
五
月

か
ら
八
月
ま

で
と
花
期

の
短

い
の
が
弱
点
で
も
あ
る
。

⑤

高

山

の
お
花

畑

区

(
高

山
植

物

区
)

コ
マ
ク
サ
な

ど
の
乾
生
な
砂

礫
地
、

シ
ナ
ノ
キ

ン
バ
イ
等
の
適
潤
地
、

ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク

ラ
等

の
雪
田
と
、
三
タ
イ
プ
の
群
落
地
を
設
定
し
、

日
本

の
高
山
植
物

=
二
〇
種
を
現
在
ま

で
に
植
栽
。

入
園
者

が
強

い
関
心
を
示
す
地
区

で
あ

る
。

⑥

高

層
湿

原

区

イ
ボ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、
ム
ラ
サ
キ

ミ
ズ
ゴ
ケ
等

の
ミ
ズ
ゴ
ケ
を
繁
茂
さ
せ
た
中
に
、ト
キ
ソ
ウ
、

ヒ
メ
カ
イ
ウ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な

ど
高
層
湿
原

の
主

な
植
物
を
植
え
込

み
、
ミ
ズ
ゴ

ケ
群
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図2高 層湿原区造成計画図(昭 和49年)
落
を
造
成
。

浮
島
を
池
に
浮
か
ば
せ
よ
う

と
、
苗
圃
で
実
験
中
。

⑦

仙
石

原
湿

原

区

県
の
湿
原
保
護
地

に
接
し

て
い
る
こ
の
地
区

で
は
、
そ

の
仙
石
原
湿
原
の
群
落
の
再

現
を

は
か

っ
て
い
る
。
ま
ず
、
は
じ
め
に
ノ

ハ
ナ
シ

ョ
ウ
ブ

の
群
生
す
る
群
落
作
り
を
し
て
い
る

が
、
将
来

に
は

ム
ラ
サ
キ
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
や
タ
ヌ
キ

モ
等

の
食
虫
植
物
群
落
や
、
ト

ン
ネ

ル

を
く
ぐ
る
よ
う
な
丈
高

い
ヨ
シ
の
群
生
地
を
設
定
す

る

こ
と
も
考
慮

中
。

⑧

湿

生
林

区

ハ
ン
ノ
キ
を
主
と
す
る
林
。
他

に
カ
ラ

コ
ギ

カ
エ
デ
、

ハ
ナ
ノ
キ
、

コ
ム
ラ
サ
キ
な

ど
、

湿
地

の
樹
種
を
集
め

て
い
る
。

ミ
ズ

バ
シ

ョ
ウ

の
群
生
を
中
心

に

ハ
ン
カ
イ

ソ
ウ
、
ア
ケ
ボ

ノ
ソ
ウ
な
ど
湿
生
林

の
林
床
植
物
も
。
池
の
周
辺

の
湿
地
に
は
カ
キ

ツ
バ
タ
と
サ
ギ
ソ
ウ
の

各
群
落
。

以
上

が
主
な
園
内
各
区

の
プ

ロ
フ
ィ
ー

ル
で
あ
る
が
、
開
園
し

て
七
年
た

っ
た
現
在

、
各

区
を
代
表
す
る
群
落

の
造
成

は
必
ず
し
も
目
標

に
達
し

て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。

い
わ
ば
、

な
ん
と
か
目
途
が

つ
い
て
き

た
情
況
で
あ
る
。
今
後
は

こ
れ
ら
の
推
進
と
共

に
、
各
区

に
局

平面図

所
的
に
存
在
す

る

小
さ
な
群
落

、
た

と
え
ば
、
タ
ヌ
キ

モ
、
ミ
ミ
カ
キ
グ

サ
、

ム
ジ
ナ
モ
な

ど
湿
地
に
特
有
な

食
虫
植
物
群
落
や
、

ス
ギ
ナ
モ
、
バ
イ

カ
モ
等

の
流
水
植

物
群
落
な
ど
も
作

り
、
園
内
を
キ
メ

細
か
な
、
充
実
し

た
も

の
に
し
て

い

き

た

い
と
考

え

て

い
る

。

》

高
層
湿
原
区
と
ミ
ズ
ゴ
ケ
《

高
層
湿

原
区

の
造
成

に
あ
た

っ
て
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
繁
茂
す
る
群
落
を
造

る
こ
と
を
考
え
た
。

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
種
類
も
イ

ボ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、
ム
ラ
サ
キ
ミ
ズ
ゴ
ケ
な
ど
高
層
湿
原
性

の
も
の
を
使

い
た
い
と
思

っ
た
が
、
も
と

よ
り
高
層
湿
原

の
成
立
す

る
自
然
条
件
に
無

い
箱
根
で
維
持

で

き
る
も

の
か
、
群
落

へ
の
給
水
方
法
な
ど
不
明
な

こ
と
が
多

か

っ
た
。
し
か
し
他
で
実
験
し

て
み
る
余
裕
も
無
く
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。
最
初

の
構
想

は
、
泥
炭
層
を
作
り
、
そ
の
上

に

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
敷
き
並

べ
、
給
水
は
池

の
水
と
雨
で
ま
か
な
う
、
そ
し
て
、
池

の

水
は
周
囲

の
泥
炭
層

か
ら
滲

み
出

る
酸
で
酸
性

に
す
る
、
と

い
う
自
然

の
高
層
湿
原
の
立
体

的
な
断
片
そ

の
も
の
を
作
る
方
法

で
あ
る
。
昭
和

四
十
八
年
十

一
月
、
愛
知
県
か
ら
生
泥
炭

を
運

び
、
八
○

㎝
の
厚

さ
に
敷

い
て
地
形
を
造

っ
た
。

こ
の
上

に
二
〇

㎝
厚
さ

の
生
き
た
ミ

ズ
ゴ
ケ
ブ

ロ
ッ
ク
を
芝
張
り

と
同
様
に
置
き
並

べ
た
。

さ
ら
に
そ

の
中
に
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

や
ト
キ

ソ
ウ
な
ど
高
層
湿
原

の
・王
な
植
物
を
植
え
、

こ
う
し

て
尾
瀬
や
サ

ロ
ベ
ッ
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
、
見
か
け

の
ミ
ズ
ゴ

ケ
湿
原
が
で
き
あ
が

っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
五
月
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が

一
年
目
、
何
事
も
無
か

っ
た
か
に
見
え
、
二
年
目
、
ヤ
チ
カ
ワ
ズ
ス
ゲ
や
ヌ

マ
ガ

ヤ
な
ど
が
目
立

つ
よ
う

に
な

っ
た
の
ち
、
三
年
目

に
は
池
に
ア
オ
ミ
ド

ロ
ま
で
発
生
す
る
な

ど
し
て
、

ミ
ズ
ゴ
ケ
は
著
し
く
衰
退
し
て

い
っ
た
。

翌
五
十
二
年
に
は
、

こ
の
た
め
新
た
な

ミ
ズ
ゴ
ケ
で

一
部
を
張
り
替
え
、
群
落

の
更
新
を
は
か

っ
た
。
昭
和
五
十
六
年

に
も
再
移
植

を
行
な

い
、
現
在
に
至

っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
高
層
湿

原
の
造
成
に
と

っ
て
、
形
式
的
な
泥
炭

の
導
入
は
か
え

っ
て
湿
地

を
富
養
化
す
る
な
ど
有
害

で
あ

る
こ
と
が
解
る
と
共
に
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落
の
維
持
そ
の
も

の

は
他
に
方
法
を
工
夫
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
で
き
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
た
。
現
在

は
泥
炭
層
ま

で
そ
ろ
え
た
、
い
わ
ば
立
体
的
な
高
層
湿
原
の
モ
デ

ル
の
造
成
を
採
ら
ず

、
む

し
ろ
ミ
ズ
ゴ

ケ
群
落

の
維
持

に
の
み
重
点
を
置
き
、
そ

の
た
め
に
土
壌
条
件
を
変
え
て

い
く

な
ど
、
高
層
湿
原

の
疑
似
景
観
を
造
る
方
向
で
努
力
し

つ
つ
あ

る
。

こ
れ
ま

で
の
結
果
か
ら
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落
を
人
工
的
に

つ
く
る
に
は
、

①
養
分

の
少
な

い
地
盤
を
用
意
す

る
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②
直
接
ミ
ズ
ゴ

ケ
に
流

れ
る
水
を
接
触
さ
せ
な
い

③

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
下
端
が
常
に
湿

っ
た
地
盤
に
接
し
て

い
る
程
度
に
水
を
調
節
し
、
湛
水
さ

せ
な
い

④

ミ
ズ
ゴ
ケ
を
乾

か
さ
な

い
。
上

か
ら
散
水
し
て
も
よ

い

⑤
ミ
ズ
ゴ

ケ
を
陰

に
す
る
草
や
落
葉
な
ど
を
頻
繁
に
除
去
し
、
陽
地
に
保

つ
、
な
ど
の
諸

点

が
肝
要

と
考
え
ら

れ
る
。

余
談
で
あ
る
が
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の

ロ
ン

分

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
、
泥

配生

炭
層

の
無

い
、
砂

の
上

碗

に
発
達
し

た
-
ズ
ゴ
ケ

親

群
落
を
し
ば
し
ば
見
る

群

機
会
が
あ

っ
た
。

氷
河

ケゴ

が
形
成
し
た
砂
質
な
地

謀

層

か
ら
な
る
こ
の
島
は

m

パ
イ
ン
バ
レ
レ
ン
(勺
幕

ン

じu
霞
同雲
松
の
痩

せ
地

の

ライ

意

)
と
呼
ば
れ
る
貧
養

好

な
笙

で
被
わ
れ
、
松

ン

林
の
中

の
湿
地
に
は

モ

ロ州

ウ
セ

ン
ゴ
ケ
、
オ
オ

ツ

ク一

ル
コ
ケ
モ
モ
、
ホ

ロ
ム

引

イ

ツ
ツ
ジ
な
ど
の
生
え

㌃

た
、
種
組
成
的
に
も
高

層
湿
原
群
落
に
類
似
し

　図

た
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落

が
発

達
し
て

い
る
。
高
層
湿

原

の
疑
似
景
観
を
造
成

す

る
こ
と
を
考
え
た
背
景

に
は
、

が
強
く
作
用
し

て
い
る
。

園
内

に
観
察
さ
れ
た
事
柄
と
あ
わ
せ
て
、

こ
の
時

の
印
象

》

ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
の
こ
と
《

当
初
、
植
物
園
作
り
に
ほ
と
ん
ど
未
知

だ

っ
た
職
員

の
経
験
が
深
ま
る
に
従

っ
て
、
各
地

区

の
群
落
づ
く
り
も
進
ん
で

い
っ
た
。

最
初

か
ら
実
験
区
と
し
て
出
発
し
た
高
層
湿
原
区
に

つ
い
て
は
先
に
述

べ
た
が
、
他

の
地
区
で
も
試
行
錯

誤
は
同
様
で
あ
る
。

た
と
え
ば
ミ
ズ
バ

シ

ョ
ウ
の
群
落
づ
く
り
。

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
湿
原

の
花

と
し

て
、
入
園
者

の
関
心

の
的
の

一
つ
で
あ

る
。

こ
の
植
物

は
多

雪
地

に
特
有

の
も

の
で
、
雪

の
少
な

い
箱
根
に
は
自
生
し
な
い
。

葉
が
巻

い
て
筍

の
よ

う

に
な

っ
た
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ

の
株

は
冬
も
緑
で
地
上

に
あ
り
、
霜

に
弱

い
。
殊

に
春

の
遅
霜

に
は
、
葉
も
花
も
凍

み
て
腐

っ
て
し
ま
う
。
多
雪
地
で
は
冬

の
間
、
雪

の
中

で
保
護
さ
れ
て

い
る
わ
け

だ
が
、
多
霜
地
で
あ
る
仙

石
原
で
は
防
寒
が
必
要
と
考
え
、
そ
こ
で
防
寒
対
策
と

し
て
植
栽
地

の
水
位
を
上
げ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
を
水
没
さ
せ
て
越
冬
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

湿
生
花
園
を
流
れ
る
水
は
湧
水

で
、
冬

は
暖
か
く
池
か
ら
湯
気

が
立

つ
ほ
ど
で
あ
る
。

ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
の
葉
は
水
没
し

て

い
て
も
腐

る
こ
と
は
無

い
。
と
こ
ろ
が
、
春

に
な

っ
て
葉
は
青

々
と
し
て
生
育
は
良

い
の
だ
が
、
三
年
た
っ
て
も
全
く
花
を

つ
け
な

い
と
い
う
事
態
に
た
ち

い
た
っ
た
。

一
方
、
同
じ
時

に
や
や
乾

い
た
所
に
試

み
に
植
え
た
株
で
花
を

つ
け
る
も
の
も

あ

っ
た

の
で
あ
る
。
植
え
場
所
が
悪

い
の
か
、
肥
料
不
足
な
の
か
と
考
え
な
が
ら
、
仙
石
原

と
同
じ
よ
う

に
雪

の
少
な

い
日
光
市
の
、
東
京
大
学
植
物
園
を
花

の
咲
く
頃
に
訪
ね
た
。
浅

い
池
状

の
所
に
ミ
ズ

バ
シ

ョ
ウ
を
栽
培
し

て
い
て
、
ど
の
株
も
多
過
ぎ
る
く
ら

い
に
花
を
咲

か
せ
て

い
た
が
、
水
位

の
高

い
所

の
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
は
全
く
花
を

つ
け
て
い
な

い
。
日
光
で

は
冬
は
池

の
水
を
落
と
し
て
落
葉
を
か
ぶ
せ
て
防
寒
し

て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は
水

の
た
ま

る
所
だ
と

い
う
。
理
由
は
わ
か
ら
な

い
ま
ま
に
、
冬
、
水

の
中
に
あ
る
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
は
、

と
に
か
く
花

が
咲
か
な

い
と

い
う

事
実

が
判
明
し
、
早
速
、
次
の
冬
か
ら
稲
ワ
ラ
の
帽
子
や

ス

ス
キ
を
か
ぶ
せ
る
防
寒
方
法

に
変
え
た
。
こ
れ
は
最
近
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、水

の
中
に
あ
る

株
は
花
芽

が
で
き
な

い
の
で
は
な
く
、
温
か

い
水
に
起
因
し

て
む
し
ろ
花
芽
を
早
く
形
成
し
、

冬

の
間
に
腐

っ
て
し
ま
う

の
で
あ

っ
た
。

今
も
流
れ

の
縁
に
あ
る
株

に
は
、
十
月
に
白

い
苞
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を
開
き
花
を
見
せ
る
も
の
さ
え
あ
る
。

こ
う
し

て
防
寒
方
法
を
変
え
た
以
後

は
、
湿
生
花
園

で
も
三
月
下
旬

か
ら
四
月
に
か
け

て
花
を

つ
け
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は

"
湿
原

の
花
"
と

い
う

よ
り
、
湿
生
林
の
も

の
で
、
箱
根

で
も
半
日
陰

に
あ
る
方
が
良

く
育

つ
。
造
成
中
、
植
え
場
所

が
無
く
、
遮
る
も

の
も
無

い
全
く

の
陽
地
に

植

え
ら
れ
た
別

の
百
本
あ
ま
り
の
ミ
ズ

バ
シ

ョ
ウ
は
葉
が
大
き
く
育
た
ず

、
春

、
い
ず
れ
も

五

～

一
〇

㎝
く
ら

い
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
よ
う
な
極
端

に
小
さ
な
花
し
か

つ
け
な

い
。
全
体
的
に

小

さ
い
だ
け

で
、
苞

の
形
も
整

っ
た
き
れ

い
な
花

で
あ
る
。

い
ず
れ
植
え
替

え
る
か
、
周
辺

に

ハ
ン
ノ
キ
な
ど
を
植
え
て
陰
に
す

る
つ
も
り
で

い
た
の
だ
が
、
園

の
造
成
時

か
ら
御
助
言

い
た
だ

い
て
き

た
北
海
道
大
学

の
辻
井
達

一
先
生

の
目
に
止
ま
り
、
興
趣
を
抱
か
れ
た
こ
と

か
ら
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

の

ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り
、
そ
の
ま
ま

"
ヒ
メ
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
"
と
し

て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

人
手
不
足

の
副
産
物
で
あ
る
。

〉
生
態
園
と
し
て
の
除
草
《

植
物
の
種
類
も
量
も
増
し
、
各
群
落
区
を
安
定
し
た
多
彩
な
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
は
、

園

の
根
幹
的
な
仕
事
と
し
て
今
後
も
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う

が
、

一
方
、

こ
の
群

落

を
維
持
管

理
し

て
い
く
う
え

で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
の
が
除
草
作
業

で
あ
る
。
人
工

的

に
造

っ
た
植
生
区

の
い
ず
れ

の
群
落
も
ま

だ
、
自
然
の
群
落

の
モ
デ
ル
と
し

て
隔
り
が
あ

り

、

一
・
二
年
生
雑
草

の
は
び
こ
る
余
地
を
残
し

て
い
る
。
殊

に
湿
原
区

は
、

一
・
二
年
生

雑
草

の
他
に
も
自
生

の
多
年
生
植
物
が
芽
生

え
、
さ
ら
に
勢

い
を
増
し

、
急
速

に
本
来

の
植

生

に
移
行
し
よ
う
と
す
る
。
現
在
、園

の
植
物

の
リ

ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
を
行

っ
て

い
る

が
、
た
と
え
ば
ヌ

マ
ガ
ヤ
草
原
区

で
は

一
三
九
種
が
出
現
し
、そ

の
う

ち
九
八
種
が
除
草

の
対
象
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
雑
草

で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
水
田
で
雑
草

が
何

で
あ
る
か
判

断
す
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う

が
、
生
態
園
で
は
そ
こ
で
何
を
残
し
、
何
を
雑
草
と
し
て
取
る

べ
き
か
は
、
そ

の
群
落
構
成
種

の
す

べ
て
を
予
め
覚
え
て

い
な
け
れ
ば
で
き
な

い
。

こ
の
こ

と
は
、
植
物
を
混
植
し
群
落
状
態

で
見

せ
て

い
る
生
態
園
の
悩
み

で
あ
る
。

さ
ら

に
何
が
雑

草

、
も
し
く
は
除
草
の
対
象
で
あ

る
か
は
各
区
毎

に
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
ヌ

マ
ガ
ヤ
草
原

区

の
雑
草
で
あ
る
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
や

ユ
ウ
ガ
ギ
ク
は
、
低
層
湿
原
区
で
は
群
落
構
成
種
と
し

て
名
札
を
立

て
て
見
せ
て
い
る
。

ア
ゼ
ス
ゲ
に
関
し
て
は
、
ヌ

マ
ガ
ヤ
草
原
区

で
は
本
来
、

構
成
種
で
は
な

い
の
だ
が
、
草
丈
が
低
く

、

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
群
落
構
成
種
の
生
育
を

阻
害
す

る
こ
と
が
無

い
の
で
、
群
落

域
を
被
う

"緑
"
と
し
て
残
し
て

い
る
。

し
か
し
、
湿

生
林
区

の
サ
ギ

ソ
ウ
群
落

で
は
花
よ
り
高
く
な
る
の
で
刈
り
取

る
か
抜
き
取
り
、
ま
た
低
層

湿
原
区
や
仙
石
原
湿
原
区

で
は
群
落
構
成
種
と
し
て
名
札
を
立
て
て

い
る
と

い
う

具
合
で
あ

る
。
湿
生
花
園

の
除
草
作
業
は
、
目

に
す
る
植
物

の

一
本

一
本
を
花
の
無

い
時
期

で
も
何
で

あ
る
か
見
分
け
、
そ
の
場

で
適
切
な
判
断
が
で
き
る
必
要

が
あ
る
。

除
草
と

い
え

ど
も
植
物

生
態

の
知
識
と
経
験
を
要
す
る
の
で
あ
り
、
た
だ
人
手
が
多
け
れ
ば
除
草
作
業

が
は
か
ど
る

と
い
う
わ
け

で
は
な

い
。
除
草
作
業

は
園
内
を
管
理
す
る
職
員
全
貝
が
各
地
区
を

分
担
し
て

行

っ
て
い
る
。
除
草
作
業

だ
け
が
園
の
仕
事
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
が
、
そ
れ
さ
え
も
他
か
ら

の
指
示
無
く
で
き

る
よ
う

に
な
る
に
は
二

・
三
年
は
か
か
る
。
生
態
園
で
あ
る
湿

生
花
園
は

専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
要
す
る
職
場

と
し
て
、
職
員

の
専
任
な

い
し
は
長
期
の
勤
務
が
望

ま
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

〉

お
わ
り
に
く

昭
和
五
十

一
年
に
開
園
し
た
後
、
初
年
度
九
万
人
で
あ

っ
た
入
園
者
も
年

々
増
加
し
、
本

年
は
十
九
万
人
を
越
え
る
ほ
ど
に
な

っ
た
。
湿
生
花
園
の

"
花
園
"
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
て
来

園
す
る
人

々
の
中
に
は
、
地
味
な
野
生
植
物
に
失
望
も
出
る
よ
う
で
あ
る
が
、
周
囲

の
山

々
の
成
す
自
然
景
観
に
も
な

か
ば
助
け
ら
れ
て
、
訪
れ
る
人

々
に
お
お
む
ね
満
足
し
て

い
た
だ
け

て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年

の
天
皇
陛
下

の
御
来
園
や
、
広
島
植
物
公

園
に
お
け

る
植
物
園
特
集
で
の

ユ
ニ
ー
ク
な
植
物
園
と
の
好
評
な
ど
に
励
ま
さ
れ
、
小
人
数

な
が
ら
鋭
意
奮
闘
し
て
き
て

い
る
が
、
初
春
と
晩
秋

の
花
の
少
な

い
時
期
の
問
題
、
屋
外
情

報

の
増
設
、
月
毎
の
特
別
展
の
企
画
、
町
立
植
物
園
と
し
て
の
箱
根
の
住
民

へ
の
教
育
的
サ

ー
ビ

ス
等

々
、
難
題
が
つ
き
な

い
。

(神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
役
場
)
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